
（1）　令和６年６月14日　金曜日 第510号宮　　城　　県　　公　　報
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良
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更
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興
事
務
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管
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会

〇
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方
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治
法
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づ
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に
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す
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権
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有
す
る
者
の
数�
一
三

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
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営
に
関
す
る
法
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に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
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権
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の
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規

則

　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
四
号

　
　
　
宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
様
式
第
四
十
四
号
の
項
中
「
個
人
県
民
税
徴
収
状
況
報
告
書
」
を
「
個
人
県
民
税
徴
収
状
況
報
告
書　

そ
の
一

そ
の
二
」

に
改
め
、
同
表
様
式
第
四
十
五
号
の
二
の
項
中
「
個
人
県
市
町
村
民
税
徴
収
・
滞
納
処
分
状
況
通
知
書
」
を
「
個
人
県

市
町
村
民
税
及
び
森
林
環
境
税
徴
収
・
滞
納
処
分
状
況
通
知
書
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
十
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話�022（211）2267
（毎週火、金曜日発行）



第510号　令和６年６月14日　金曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報

様式第４０号の ２

� 第　　　　　号　　　
� 年　　月　　日　　　

　宮城県　　　　　　　　　所長　殿

� 市町村長　　　　　　　　　　　　

個人県民税払込通知書

　　　　年　　月収入（　　　年度歳入）分を下記のとおり払い込んだので通知します。

区 分 本 税 延 滞 金 過 小 不 申 告 重 加 計 払 込 年 月 日

今 回 払 込 額
現 年

滞 繰

　　県民税払込額算出の内訳

月　　日現在
県市町村民税・森林環境税収入済額

個人県民税相当額
特定按

あん

分率 県 民 税
未 収 入 額
（４・５月末のみ）

備　考
確定按

あん

分率

区 分 本月分 累　　計 本月分 累　　計

現
年
度
分

本 税

延 滞 金

滞
納
繰
越
分

令和６年度以降�
に課した個人県�
民税の徴収金に�
係 る も の

本 税

延 滞 金

平成19 年度から�
令和５年度まで�
に課した個人県�
民税の徴収金に�
係 る も の

本 税

延 滞 金

平成18 年度まで�
に課した個人県�
民税の徴収金に�
係 る も の

本 税

延 滞 金



（3）　令和６年６月14日　金曜日 第510号宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
四
十
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第510号　令和６年６月14日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

様式第４０号の 3

個人県民税払込清算書（　　　年度分）

年　　月　　日　　

　　宮城県　　　　　　　　　所長　殿

市町村長　　　　　　　　　　　

　宮城県県税条例第35条の規定に基づく宮城県県税条例施行規則第23条の３の規定により下記のとおり報告します。

現年課税分

３月31日現在の本年度の収入とな
るべき課税額

県 民 税 円

３月31日現在の確定按
あん

分�
率（円位まで正しく計算�
されるもの）　　①

0.
市 町 村 民 税 円

森 林 環 境 税 円

計 円

区　　　　　分 本　税（円） 延滞金（円） 加算金（円） 計（円）

３月31日現在の市町村及び県が収
入した県・市町村民税及び森林環
境税の合計額　　　　　　　　②

確定按
あん

分率により県民税として県
に払い込むべき額 　（①×②）③

３月31日までに県民税として県に
払い込んだ額（県が徴収した県民
税の額を含む。）　　　　　　 ④

４月に払い込むべき額　（③－④）

滞納繰越分

３月31日現在の調定額

県 民 税 円

３月31日現在の確定按
あん

分�
率（円位まで正しく計算�
されるもの）　　⑤

0.
市 町 村 民 税 円

森 林 環 境 税 円

計 円

区　　　　　分 本　税（円） 延滞金（円） 加算金（円） 計（円）

３月31日現在の市町村及び県が収
入した県・市町村民税及び森林環
境税の合計額　　　　　　　　⑥

確定按
あん

分率により県民税として県
に払い込むべき額　 （⑤×⑥）⑦

３月31日までに県民税として県に
払い込んだ額（県が徴収した県民
税の額を含む。）　　　　　　 ⑧

４月に払い込むべき額　（⑦－⑧）



（5）　令和６年６月14日　金曜日 第510号宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
四
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第510号　令和６年６月14日　金曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報
様
式
第
４２号

個
人
県
民
税
課
税
状
況
報
告
書
　
（
　
　
年
度
　
　
年
　
　
月
末
日
現
在
）

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
宮
城
県
　
　
　
　
　
　
所
長
　
殿

市
町
村
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
城
県
県
税
条
例
第
35条
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

（
注
）
１
　
特
定
按 あ
ん分
率
は
，
小
数
点
以
下
第
４
位
ま
で
と
し
，
第
５
位
以
下
は
切
捨
て
し
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
，
確
定
按 あ
ん分
率
に
つ
い
て
は
円
位
ま
で
正
し
く
計
算
で
き
る
小
数
点
位
ま
で
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
２
　
特
別
徴
収
中
の
も
の
を
退
職
等
の
た
め
年
の
中
途
か
ら
普
通
徴
収
に
切
替
え
た
場
合
の
人
員
の
異
動
は
し
な
い
こ
と
。

　
　
　
３
�　
出
納
整
理
期
間
中
に
増
減
額
処
理
を
し
た
場
合
は
，
こ
の
報
告
書
に
よ
り
５
月
末
日
ま
で
に
，
報
告
す
る
こ
と
。
な

お
，
こ
の
場
合
は
，
確
定
按 あ
ん分
率
を
異
動
さ
せ
な
い
こ
と
。

区
分

課
　
　
　
　
　
税
　
　
　
　
　
額
　
（
減
免
後
の
数
値
を
記
載
す
る
こ
と
）

減
免

額

均
等

割
所

得
割

小
　
計
（
イ
）

③
の
う
ち
翌
年
�

度
歳
入
と
な
る
�

べ
き
分（
ロ
）　

前
年
度
分
の
う
�

ち
本
年
度
歳
入
�

と
な
る
べ
き
分
�

（
ハ
）
　
　
　

合
計（（
イ
）－
�

（
ロ
）＋（
ハ
））

均
等

割
所

得
割
合

計

課
税
人
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
課
税
人
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
課
税
実
人
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
人
　
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
人
　
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
税
　
　
　
額

（
円
）
人
　
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
人
　
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）
人
　
員

（
人
）
税
　
額

（
円
）

県民税

退
職
所
得
に
�

係
る
分
離
課
税

①
①

　

普
通

徴
収
�

に
係
る
課
税
②

　
②

　
②

②
ニ

特
別

徴
収
�

に
係
る
課
税
③

　
③

　
③

③
ホ

う
ち
給
与
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
分

　

う
ち
年
金
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
分

　

計
④

④
⑤

⑤
⑥

市町村民税

退
職

所
得
�

に
係
る
分
離
課
税

　

普
通

徴
収
�

に
係
る
課
税

ヘ

特
別

徴
収
�

に
係
る
課
税

③
③

ト

う
ち
給
与
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
分

　

う
ち
年
金
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
分

　

計
⑦

森林環境税

普
通

徴
収
�

に
係
る
課
税

チ

特
別

徴
収
�

に
係
る
課
税

リ

計
⑧

各
種
加
算
金
過
少
申
告
加

算
金
�（
円
）
不
申
告
加
�

算
金
�（
円
）
重
加
算
金

（
円
）

特
定
按 あ
ん分
率
 
　
　
　
　
ニ
＋
ホ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ニ
＋
ホ
＋
ヘ
＋
ト
＋
チ
＋
リ

確
定
按 あ
ん分
率
　
　
　
⑥
　
　

　
　
　
　
　
　
⑥
＋
⑦
＋
⑧



（7）　令和６年６月14日　金曜日 第510号宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
四
十
四
号
中
「様

式
第
44号

」
を
「様

式
第
44号

（そ
の
１

）」
に
、「加

算
金

）」
を
「加

算
金

）（令
和
５

年
度
以
前
に
賦
課
し
た
も
の

）」
に
、「確

定
あ
ん
分
率

」
を
「確

定
按 あ
ん分
率

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
十
四
号
（
そ

の
一
）
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



第510号　令和６年６月14日　金曜日 （8）宮　　城　　県　　公　　報
様
式
第
44号
（
そ
の
２
）

個
人
県
民
税
徴
収
状
況
報
告
書
（
　
年
度
分
　
　
　
　
本
税
・
加
算
金
）（
令
和
６
年
度
以
降
に
賦
課
し
た
も
の
）

年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
宮
城
県
　
　
　
　
　
　
所
長
　
殿

市
町
村
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
城
県
県
税
条
例
第
35条
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

（
注
） １
　
本
税
及
び
各
種
加
算
金
別
に
作
成
す
る
こ
と
。

　
　
　
２
　
実
人
員
は
，
課
税
実
人
員
で
も
つ
て
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
，
滞
納
繰
越
分
は
１
年
度
１
人
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
３
�　
①
か
ら
⑰
ま
で
の
Ⓐ
欄
及
び
Ⓑ
欄
は
，
Ⓐ
及
び
Ⓑ
を
除
い
て
，
県
市
町
村
民
税
及
び
森
林
環
境
税
合

算
額
に
当
該
年
度
の
確
定
按 あ
ん分
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
４
�　
県
民
税
払
込
額
（
㋐
の
内
訳
）
欄
は
，
５
月
31日
現
在
又
は
３
月
31日
現
在
（
滞
納
繰
越
分
）
で
記

載
す
る
こ
と
。

確
定
按 あ
ん分
率
　
　
　
0.

区
分

現
年
課
税
分
（
　
　
年
５
月
31日
現
在
）

滞
納
繰
越
分
（
　
　
年
　
月
　
日
現
在
）

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計

県
市
町
村
民
税

森
林
環
境
税

合
算
額
（
円
）
実
人
員

（
人
）
県
民
税
額

Ａ
（
円
）
県
市
町
村
民
税

森
林
環
境
税

合
算
額
（
円
）
実
人
員

（
人
）
県
民
税
額

Ｂ
（
円
）
県
市
町
村
民
税

森
林
環
境
税

合
算
額
（
円
）
実
人
員

（
人
）

県
民
税
額

（
円
）

本
年

度
最

終
調

定
額

①
Ⓐ

本
年

度
中

収
入

済
額

②
㋐

㋐
㋐

過
誤

納
金

還
付

未
済

額
③

本
年

度
中

不
納

欠
損

額
④

不
納
欠
損
�

額
④
の
内
�

訳

地
方
税
法
第
18
条
該
当
⑤

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
４
項
該
当
⑥

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
５
項
該
当
⑦

収
　
入
　
未
　
済
　
額（
①
－
②
＋
③
－
④
）
⑧

Ⓐ
Ⓑ

収入未済額⑧の内訳

財
産

差
押

額
⑨

換
価

猶
予

額
⑩

滞
納

処
分

の
停

止
額
⑪

滞
納
処
分
の
停
止
�

額
⑪
の
内
訳

地
方
税
法
第
15条
の
７
�

第
１
項
　
　
　
　
　
　

１
号
該
当

⑫

２
号
該
当

⑬

３
号
該
当

⑭

徴
収

猶
予

額
⑮

徴
収

嘱
託

額
⑯

そ
の

他
⑰

県
民
税
払
込
額

（
②
の
内
訳
）

払
込

済
額

払
込

未
済

額

過
払
込
額
（
△
）

⎧⎜⎩
⎫⎜⎭



（9）　令和６年６月14日　金曜日 第510号宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
四
十
五
号
の
二
中
「個

人
県
市
町
村
民
税
徴
収
・
滞
納
処
分
状
況
通
知
書

」
を
「個

人
県
市
町
村
民
税
及
び

森
林
環
境
税
徴
収
・
滞
納
処
分
状
況
通
知
書

」
に
、「第

48条
第
７
項

」
を
「第

739条
の
５
第
７
項

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第46号

個人県民税徴収取扱費計算書　　　　　年　　　月から　　　年　　　月まで

年　　月　　日　　

　　宮城県　　　　　　　　　所長　殿

市町村長　　　　　　　　　　　

　宮城県県税条例第37条の規定により下記のとおり提出します。

区 分 計算基礎
　　　①

①に乗ずる金�
額 又 は 率

②

取　　　　　扱　　　　　費

（①×②）
（円） （銭）

賦 課 決 定（既�
に確定した税�
額の変更に係�
る も の を 除�
く。）した個人
県民税の納税�
義務者数　

当該年度� ③ 人 円

過
年
度
賦
課

取

消

分

平成19年度及び20年度
の賦課取消分� ④ 人 4,000円

平成21年度及び22年度
の賦課取消分� ⑤ 人 3,300円

平成23年度以降の賦課
取消分� ⑥ 人 3,000円

③－④－⑤－⑥� ⑦ 人 　

令
和
６
年
度
以
降
の�

調
定
に
係
る
分

還付充当した個人県・
市町村民税に係る過誤
納金額� ⑧

件 円 按
あん

分率

⑧に係る還付加算金額
　　　　　　　　　⑨ 件 円 按

あん

分率

法第321条第２項の規定
による報奨金額� ⑩ 件 円 按

あん

分率

令
和
５
年
度
以
前
の�

調
定
に
係
る
分

還付充当した個人県・
市町村民税に係る過誤
納金額� ⑪

件 円 按
あん

分率

⑪に係る還付加算金相
当額還付加算金額� ⑫ 件 円 按

あん

分率

法第321条第２項の規定
による報奨金額� ⑬ 件 円 按

あん

分率

法第47条第１項第５号に規定す
る所得割額から控除できなかつ
た金額� ⑭

平成18年度ま�
でに賦課決定�
をされたもの

個人県民税納税通知書等� ⑮ 通数 円

県に払い込んだ個人県民税に�
係る徴収金の金額（本税・延滞
金・加算金の合計）� ⑯

円 7／100

合　　　計　　　額（⑦＋⑧＋⑨＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯）� ⑰

７月，10月，１月における各期別の交付額＝⑰／４

７月，10月，１月における各期別の交付額＝⑰／４（１円未満切捨）

　　　　月から　　　月までの交付済額（１円未満切捨）� ⑱

４月交付額（⑰－⑱，１円未満切捨）� ⑲

摘　要

（備考）�この計算書は，４月から６月まで，４月から９月まで，４月から12月まで及び４月から翌年３月までの各期間の事実に基づ
き年４回提出すること。

　　　　なお，７月提出分については⑱及び⑲，10月，１月提出分については⑲の記載を要しない。

⎧
⎜
⎩

⎫
⎜
⎭
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
、
個
人
の
市

町
村
民
税
及
び
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
及
び
個
人
の
市
町
村
民
税

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

番
号

種　
　

類

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

一二三四五六七

雑
　

誌

雑
　

誌

雑
　

誌

書
　

籍

書
　

籍

雑
　

誌

雑
　

誌

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ　

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｒ　

７
月
号

　

１
８
４
２
５－

０
７

ｐ
ｅ
ｔ
ｉ
ｔ　

Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
６
８

　

０
８
８
７
８－

０
６

実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．

１
０

　

６
８
５
５
０－

１
６

特
ダ
ネ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
！　

５
０　

創
刊
５
０
号
記
念
号

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
９
２
１
２－

７
３
２－

８芸
能
お
宝
最
新
特
報　

Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
！
！
！

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
８

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
９
２
１
２－

７
３
７－

３実
話
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
タ
ブ
ー
７
月
号
２
０
２
４

　

０
５
３
７
５－

０
７

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
７
月
号
２
０
２
４

株
式
会
社
秋
水
社

株
式
会
社
秋
水
社

株
式
会
社
大
洋
図
書

株
式
会
社
イ
ン
テ
ル
フ
ィ

ン株
式
会
社
イ
ン
テ
ル
フ
ィ

ン株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
鉄
人
社

　

０
１
８
０
５－

０
７

二　

指
定
理
由

　

�　

図
書
類
の
内
容
が
、
一
、
二
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
三
か
ら
七
の
図
書
類
に
あ
っ

て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
か
つ
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る

と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
号

　

病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

病
院
の
開
設
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一　

病
院
等　

法
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
を
い
う
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、「
病
院
又
は
診
療
所
」
を
「
病
院
等
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
二
次
医
療
圏
内
」
の
下
に
「（
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
及
び
結
核
病
床
に
あ
っ

て
は
、
県
全
域
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

　

第
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２�　

知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
の
協
議
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
病
院
等
の
所
在

地
を
含
む
構
想
区
域
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
す
る
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
協
議
し
、
宮
城
県
医
療
審
議
会
の
意

見
を
聴
い
て
、
当
該
第
四
条
第
一
項
の
協
議
に
係
る
開
設
者
等
に
対
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

一�　

当
該
第
四
条
第
一
項
の
協
議
に
係
る
構
想
区
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
の
合
計
が
、
医
療
計

画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
イ
に
規
定
す
る
将
来
の
病
床
数

の
必
要
量
の
合
計
に
既
に
達
し
て
い
る
と
き
、
又
は
当
該
第
四
条
第
一
項
の
協
議
に
係
る
病
院
の
開
設
等
に
よ
っ

て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
き
。

　

二�　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
病
床
が
担
う
予
定
の
医
療
機
能
が
、
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
不
足
す
る
医
療
機
能
以
外

の
医
療
機
能
と
な
っ
て
い
る
と
き
、
又
は
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
不
足
す
る
医
療
機
能
に
つ
い
て
、
既
存
の
医

療
機
関
の
将
来
の
機
能
転
換
の
意
向
を
考
慮
し
て
も
な
お
充
足
す
る
見
通
し
が
立
た
な
い
と
き
。

　

三�　

病
院
の
開
設
等
に
よ
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
病
床
数
の
増
加
分
と
当
該
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
既
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存
病
床
数
の
合
計
が
医
療
計
画
で
定
め
ら
れ
た
病
院
等
が
所
在
す
る
二
次
医
療
圏
の
基
準
病
床
数
を
超
え
る
と
き
。

　

四　

そ
の
他
地
域
医
療
に
与
え
る
影
響
が
特
に
大
き
い
と
認
め
る
と
き
。

　

第
六
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３�　

知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
の
協
議
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
協
議
が
精
神
病
床
の
設
置
又
は
増
加
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
宮
城
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
協
議
に
係
る
開
設
者
等
に
対
し
、

必
要
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４�　

知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
の
協
議
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
協
議
が
感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
の
設
置

又
は
増
加
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
病
床
の
種
別
ご
と
の
病
床
数
の
増
加
分
と
当
該
病
床
の
種
別

ご
と
の
既
存
病
床
数
の
合
計
が
医
療
計
画
で
定
め
ら
れ
た
基
準
病
床
数
を
超
え
る
と
き
は
、
宮
城
県
医
療
審
議
会
の

意
見
を
聴
い
て
、
当
該
協
議
に
係
る
開
設
者
等
に
対
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
六
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
号

　

県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
立
自
然
公

園
二
口
峡
谷
に
関
す
る
公
園
事
業
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

こ
の
公
園
事
業
の
関
係
書
類
は
、
宮
城
県
庁
（
経
済
商
工
観
光
部
観
光
戦
略
課
）、
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所

及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路

　
　

歩
道路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

奥
新
川
線

起
点－

宮
城
県
仙
台
市
（
奥
新
川
）

終
点－

宮
城
県
仙
台
市
（
奥
新
川
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

風
害
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
六
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
舘
七
八
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
張
川
張
字
舘
二
四
番
一
地
先
ま
で

令
和
六
年

�

六
月
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
号

　

大
和
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
五
月
十
三
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

佐　
　

藤　
　

静　
　

哉　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
鬼
首
土
地
改
良
区
役

員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

稲　
　

村　
　
　
　
　

伸　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
六
年
五
月
一
日

髙　

橋　
　
　

勇

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
中
田
野
四
十
六

番
地
二

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
六
年
四
月
一
日

髙　

橋　

初　

雄

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
田
野
原
二
十
四

番
地
二

監　

事

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
米
市
豊
里
町
土
地

改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
を
令
和
六
年
六
月
五
日
認
可
し
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

石　
　

川　
　

佳　
　

洋　
　
　

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
二
・
六
ｍ
幅
）　

一
台

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
六
年
五
月
十
五
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｏ　

北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
曙
五

条
五－

一－

十

五　

落
札
金
額　

五
千
五
十
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
六
年
四
月
五
日

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

除
雪
ド
ー
ザ
（
十
一
ｔ
級
）　

一
台

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
六
年
五
月
十
五
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
白

金
一－

十
七－

三

五　

落
札
金
額　

千
五
百
九
十
五
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
六
年
四
月
五
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
九
号

　

令
和
六
年
六
月
三
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び

第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第
七
十

六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す

る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ

の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
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お
り
で
あ
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

櫻　
　

井　
　

正　
　

人　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
〇
八
八

二�　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
八
十
万
を
超

え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
三
八
、
〇
四
六

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

　
　

青

葉

選

挙

区　
　

八
三
、
〇
八
九　
　
　
　

岩

沼

選

挙

区　
　

一
二
、
〇
七
六

　
　

宮
城
野
選
挙
区　
　

五
三
、
〇
三
六　
　
　
　

登

米

選

挙

区　
　

二
一
、
〇
五
五

　
　

若

林

選

挙

区　
　

三
九
、
〇
四
五　
　
　
　

栗

原

選

挙

区　
　

一
七
、
九
九
一

　
　

太

白

選

挙

区　
　

六
五
、
八
四
五　
　
　
　

東
松
島
選
挙
区　
　

一
〇
、
八
八
三

　
　

泉

選

挙

区　
　

五
九
、
三
二
一　
　
　
　

大

崎

選

挙

区　
　

三
五
、
二
〇
四

　
　

石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区　
　

四
〇
、
三
六
七　
　
　
　

富
谷
・
黒
川
選
挙
区　
　

二
五
、
五
二
五

　
　

塩

釜

選

挙

区　
　

一
四
、
九
六
二　
　
　
　

柴

田

選

挙

区　
　

二
二
、
四
四
二

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
選
挙
区　
　

二
〇
、
三
〇
八　
　
　
　

亘

理

選

挙

区　
　

一
二
、
八
三
二

　
　

白
石
・
刈
田
選
挙
区　
　

一
二
、
六
一
三　
　
　
　

宮

城

選

挙

区　
　

一
三
、
七
五
三

　
　

名

取

選

挙

区　
　

二
一
、
七
九
五　
　
　
　

加

美

選

挙

区　
　
　

七
、
九
六
五

　
　

角
田
・
伊
具
選
挙
区　
　

一
一
、
二
七
八　
　
　
　

遠

田

選

挙

区　
　

一
〇
、
九
七
七

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区　
　

二
二
、
四
三
七

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
号

　

令
和
六
年
六
月
三
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百

六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え
る
数

に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
十
四
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

櫻　
　

井　
　

正　
　

人　
　
　

　
　

三
三
八
、
〇
四
六


